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さとうきび畑
作詞・作曲　寺島尚彦

＊ざわわ　ざわわ　ざわわ
　広いさとうきび畑は
　ざわわ　ざわわ　ざわわ
　風が通りぬけるだけ

今日も見渡すかぎりに
みどりの波がうねる
夏の日ざしのなかで

＊

昔　海のむこうから
いくさがやってきた
夏の日ざしのなかで

＊

あの日　鉄の雨にうたれ
父は死んでいった

夏の日ざしのなかで

＊

そして私の生まれた日に
いくさの終わりがきた

夏の日ざしの中で

＊

風の音にとぎれて消える
母の子守の唄
夏の日ざしの中で

＊

知らないはずの父の手に
だかれた夢を見る
夏の日ざしのなかで

＊

父の声をさがしながら
たどる畑のみち
夏の日ざしのなかで

＊

お父さんてよんでみたい
お父さんどこにいるの
このままみどりの波のなかで
おぼれてしまいそう

夏の日ざしのなかで

ざわわ　ざわわ　ざわわ
けれどさとうきびは畑は
ざわわ　ざわわ　ざわわ
風が通りぬけるだけ

今日も見渡す限りに
みどりの波がうねる
夏の日ざしのなかで

ざわわ　ざわわ　ざわわ
わすれられない悲しみが
ざわわ　ざわわ　ざわわ
波のように押し寄せる

風よ悲しみのうたを
海にかえしてほしい
夏の日ざしのなかで

ざわわ　ざわわ　ざわわ
風に涙はかわいても
ざわわ　ざわわ　ざわわ
この悲しみは消えない


